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aを実数の定数として，次の x, yについての連立方程式を考える．{
ax+ 2y = a

x+ (a+ 1)y = a+ 3

a = オ のとき，この連立方程式の解は存在しない．

a = カキ のとき，この連立方程式の解は無数に存在する．
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【答】
オ

1

カキ

−2

【解答】 {
ax+ 2y = a …… 1⃝
x+ (a+ 1)y = a+ 3 …… 2⃝

1⃝× (a+ 1)− 2⃝× 2 より

{a(a+ 1)− 2}x = a(a+ 1)− 2(a+ 3)

∴ (a2 + a− 2)x = a2 − a− 6

∴ (a+ 2)(a− 1)x = (a+ 2)(a− 3) …… 3⃝

1⃝− 2⃝× a より

{2− a(a+ 1)}y = a− a(a+ 3)

∴ − (a2 + a− 2)y = −(a2 + 2a)

∴ (a+ 2)(a− 1)y = a(a+ 2) …… 4⃝

加減法の原理より

「 1⃝ かつ 2⃝」⇐⇒「 3⃝ かつ 4⃝」

であるから

( i ) a \= −2 かつ a \= 1 のとき；

「 3⃝ かつ 4⃝」⇐⇒ x = a− 3
a− 1

かつ y = a
a− 1

解は一意に定まる．

(ii) a = −2 のとき；

「 3⃝ かつ 4⃝」⇐⇒

{
0 · x = 0

0 · y = 0
解は無数に存在する．

(iii) a = 1 のとき；

「 3⃝ かつ 4⃝」⇐⇒

{
0 · x = −6

0 · y = 3
解は存在しない．

以上，( i )～(iii) より，

解が存在しないのは a = 1 のときであり， ……（答）
解が無数に存在するのは a = −2 のときである． ……（答）


